
幅広いアプローチ活動だより�インフォメーション

１．第５回 IFERC事業委員会を開催
１０月７・８日ドイツ，ガルヒンクで第５回 IFERC事業委

員会が開催された．今回はカール・ラックナー議長を初め

とする委員６名（内３名日本），専門家８名（内３名日本）

および事業チーム６名の計２０名が出席した．本事業委員会

では，事業長が第６回BA運営委員会（１２月４日，イタリ

ア，パドヴァで開催予定）に提出する２０１０年作業計画の草

案について勧告を行うとともに，事業の進捗状況について

確認を行った．計算機選定のための特別作業グループ

（SWG‐１）の活動報告等があり，スパコンの市場調査を含

めて順調に選定作業が進んでいることを確認し，最終的に

事業委員会の勧告を反映して，事業長がBA運営委員会へ

の提出文書を用意することとなった．次回の事業委員会

は，２０１０年３月１０・１１日に日本で開催の予定である．

２．第５回 IFMIF/EVEDA事業委員会を開催
１０月２０・２１日六ヶ所村の国際核融合エネルギー研究セン

ターで第５回 IFMIF/EVEDA事業委員会が開催された．

秋場新議長（高津議長から交代）を始めとする委員６名

（内３名日本），専門家１０名（内６名日本）および事業チー

ム１７名の計３３名が出席した．事業長／事業チームから２００９

年の事業の全体実施状況，加速器施設，リチウムターゲッ

ト施設，試験施設毎の活動状況報告，２０１０年の作業計画の

提案が行われた．IFMIF/EVEDA事業委員会は３施設の

各活動に於ける前回会合（今年３月）からの顕著な進展を

認識するとともに，２０１０年の作業計画については，その実

施の根拠となる調達取り決めの締結が迅速に行われること

を勧告した．次回も六ヶ所で来年３月下旬に開催される予

定である．

３．第２回 IFMIF/EVEDAワークショップ，IFMIF/
EVEDAインターフェース会合，IFMIF/EVEDA
加速器コミッショニングワークショップを開催
（図１参照）
９月１４・１５日に大阪大学の銀杏会館で第２回 IFMIF/

EVEDAワークショップが開催された．事業チーム，原子

力機構，日本の大学，欧州貢献研究機関等から，合計８７名

が参加し，２００９年の成果と２０１０の年次計画案を中心に発

表，議論を行った．１日目に事業全体の概況，事業チーム

及び日欧ホームチームの組織体制，各実証試験項目の概況

等が紹介された．２日目はそれぞれ実施試験項目毎に分科

会を開き，実証試験における詳細事項について議論を行っ

た．引き続き９月１６日は同会館で IFMIF/EVEDAのター

ゲット系‐テストセル系およびプロトタイプ加速器のイン

ターフェース会合が開かれた．

さらに，９月１７・１８日には東京新橋の航空会館でIFMIF

/EVEDAプロトタイプ加速器のコミッショニングワーク

ショップが開催された（参加者約４０名）．事業チーム，原子

力機構，欧州貢献研究機関の関係者に加えて J-PARC,SNS,

CERNなど日米欧の８加速器施設からリニアック担当者を

招待し，既存あるいは建設中の加速器の概況，コミッショ

ニング等についての発表を聴き，今後のプロトタイプ加速

器のコミッショニングについての議論を行った．

４．第７回アジアプラズマ核融合学会（APFA２００９）
およびアジア太平洋プラズマ理論会議
（APPTC２００９）の見学ツアー開催
１０月２７～３１日に，原子力機構とプラズマ・核融合学会と

の主催により，この２つの国際会議が青森市の「アウガ」

図１ 第２回 IFMIF/EVEDAワークショップ
（平成２１年９月１４・１５日，大阪大学吹田キャンパス「銀杏会館」にて）
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にて同時開催された．１０月３０・３１日には，テクニカルツ

アーが催され，施設がほぼ完成した六ヶ所の国際核融合エ

ネルギー研究センター等を見学してもらい，アジアの研究

者にその活動内容，施設の概要，等を紹介し，アジア地域

の核融合研究開発の拠点としての重要性を認識していただ

いた．

５．原型炉プラットフォーム会合の開催
１０月３０・３１日に国際核融合エネルギー研究センター管理

研究棟で原型炉設計プラットフォーム会合が開催され，若

手研究者を中心に，大学等から１７名，機構から１４名が参加

した．プラズマと工学の両面から，原型炉に適用可能な要

素技術や開発戦略等について活発な議論を行い，夜は，近

隣の乙供の温泉宿に宿泊して深夜まで車座になっての議論

を続けた．分野を超えた情報交換と議論は極めて有意義で

あるので今後も続けてほしいとの要望が強かった．

６．施設の建設工事は順調に進捗
各研究施設の建屋の建設工事は順調に進捗しており，計

算機・遠隔実験棟では計算機室および遠隔実験室のOA

フロアが敷設され，ほぼ建築工事が終了した．原型炉R&

D棟では電気・機械設備の機器の据付・調整が進められて

いる．IFMIF/EVEDA開発試験棟は，加速器室の内装や，

空調設備の設置，電源設備の設置等が進められている（図

２参照）．また，１０月１日に無事東北電力の系統からサイ

トへの66 kV/30 MVA電力供給が開始され，それぞれ工事

中の施設への試運転のための電力供給の準備が整った．

（日本原子力研究開発機構核融合研究開発部門）

図２ 施設の建設が進む国際核融合エネルギー研究センター
（平成２１年８月２６日撮影）
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